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必ふ富山県

室生涯スボーツ社会の実現をめざして

朝日町蛭奇にある自然体験施設、やまびこの郷「夢創塾」塾長の長崎喜ーさん (中央)と自然や仲間とのふれあいを通して元気に育つ子どもたち。
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特集

生涯スポーツ社会の実現をめざして
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CLOSE UP [クロース.アップ]

暮らしと環境を守るために

一「消費者契約法H家電リサイクル法」が

4月かうスタートー

とやま感動案内

ミュゼふくおかカメラ館
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1月

貴
重
な
提
言
が
続
々

第
十
六
回
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

懇
談
会

県
外
で
活
躍
中
の
本
県
ゆ
か
り
の
方

々
に
よ
る
「
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

懇
談
会
」
が
、
一
月
二
十
四
日
、
都
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
今
回
は
、
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

新
年
度
予
算
や
新
し
い
総
合
計
画
に

盛
り
込
み
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

-
今
後
、
県
、
市
町
村
、
民
聞
が
連
携
し

な
が
ら
、
県
民
み
ん
な
で
明
る
く
元
気

な
県
.
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
も
、
自

主
性
、
創
造
性
を
発
揮
し
、
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

回同
内

3
/
l
¥
 

2月

早
期
返
還
を
求
め
て

北
方
領
土
の
日
記
念
事
業
を
実
施

-
二
月
七
日
の
「
北
方
領
土
の
日
」
を

前
に
、
北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
訴
え

る
講
演
会
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
.か
富

山
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
主
催
は
、
行
政
と
民
間
団
体
と
で
組

織
す
る
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
富

山
県
民
会
議
(
会
長
荻
野
黒
部
市
長
)

ポ
北
方
領
土
の
日
記
念
事
業
と
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

口
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
ソ
連

に
よ
っ
て
不
法
に
占
拠
さ
れ
た
北
方
領

は

ぽ

ま

い

し

こ

た

ん

く

な

し

り

え

と

土
(
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択

ろ
ふ捉

島
)
は
、
現
在
も
ロ
シ
ア
の
占
拠
下

に
あ
り
ま
す
。
富
山
県
は
、
北
方
領
土

か
ら
の
引
揚
者
が
北
海
道
に
次
い
で
全

国
で
二
番
目
に
多
い
こ
と
や
、
昆
布
漁

~ 

ア

9 

行ってみよう情報
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とやまのやる気・元気

やまびこの郷「夢創襲j豊島長

長崎喜ーさん

インフォメーション

県政ミニガイド

の
う
ち
、
木
崎
さ
と
子
さ
ん
(
作
家
)
、

篠
田
正
浩
さ
ん
(
映
画
監
督
)
、
長
津

忠
徳
さ
ん
(
デ
ザ
イ
ナ
ー
)
、
辺
見
じ
ゅ

ん
さ
ん
(
作
家
)
、
山
田
允
夫
さ
ん

(N

H
K
会
友
)
の
五
人
が
出
席
し
、
中
沖

知
事
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

-
出
席
者
か
ら
は
、
「
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
楽
し
い
と
実
感
で
き
る

こ
の
提
言
書
や
検
討
経
過
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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な
ど
を
通
し
て
か
か
わ
り
が
深
い
こ
と

か
ら
、
返
還
要
求
運
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

-
午
前
中
、
高
志
会
館
で
行
わ
れ
た
講

演
会
に
は
、
関
係
者
な
ど
約
二
百
五
十

名
が
出
席
。
ロ
シ
ア
情
勢
に
詳
し
い
吉

田
進
氏
(
経
団
連
日
ロ
経
済
委
員
会

極
東
部
会
長
)
が
「
ロ
シ
ア
の
経
済
と

日
口
関
係
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
J
R
富
山
駅
前

で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
婦

とやま音のある風景

赤祖父原生林とつばきの園のせせ5ぎ
活発に意見交換が行われた懇談会若者も関心を持つで署名に協力 15 

よ
う
な
環
境
づ
く
リ
を
」
「
地
域
資
源

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
の
せ
て
観
光
の

振
興
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
」
ヨ
畠
山
県

人
口
倍
増
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
展
開
し

て
は
ど
う
か
」
「
現
在
の

『と
や
ま
フ
ァ

ン
倶
楽
部
』
を
活
用
し
、
全
国
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
数
多
く
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

-
県
で
は
こ
う
し
た
提
言
を
踏
ま
え
、

今
後
、
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

さ
ら
に
推
進
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

間
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ぜ
県
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人
会
や
青
年
固
な
ど
県
民
会
議
構
成

団
体
員
や
県
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル

ら
が
通
行
人
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

配
布
し
、
北
方
領
土
返
還
要
求
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

問
合
せ
県
庁
広
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岱
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富
山
県
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会
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)
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2月

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
提
案

花
と
緑
の
冬
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-
「
第
十
一
回
花
と
緑
の
冬
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
富
山
市
の
テ
ク
ノ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
三
日
間
で
約
三
万
人

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

-
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
単
調
に

な
り
が
ち
な
富
山
の
冬
の
暮
ら
し
を
花

と
緑
の
あ
る
彩
リ
豊
か
な
生
活
に
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
花
と
緑

に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

-
会
場
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
や

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
卜
、
鉢
植
え
、

生
け
花
、
押
主
化
な
ど
の
作
品
が
展
示

ロM
4
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1月

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

元
気
あ
ふ
れ
る
富
山
を

元
気
に
富
山
推
進
懇
話
会
提
言

発
表
会

-
県
民
み
ん
な
が
も
っ
と
も
っ
と
元
気

に
な
る
よ
う
幅
広
く
検
討
し
て
き
た

「
元
気
に
富
山
推
進
懇
話
会
」
の
提
言

発
表
会
が
、
一
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

巴
は
じ
め
に
、
ハ
嶋
会
長
が
「
提
言
の

実
現
に
向
け
、
県
民
の
ご
理
解
と
ご
協

力
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
提

言
書
を
中
沖
知
事
に
手
渡
し
ま
し
た

0

.
提
言
は
「
舞
台
づ
く
り
」
「
き
っ
か
け

さ
れ
た
ほ
か
、
ガ
|
デ
二
ン
グ
や
木
製

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
づ
く
り
等
の
教
室
、

花
と
緑
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
講

演
会
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

宮

川

，

ド

戸

川

別
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2月

i
T
講
習
は
じ
ま
る

-
す
べ
て
の
国
民
が
イ
ン
タ
ネ
ッ

ト
存
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
務
自
的

と
し
た
|
T
講
習
が
県
内
で
も
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
県

情
報
工
房
(
富
山
市
高
田
)
で
は
、
三

十
歳
代
か
ら
七
十
歳
代
の
男
女
十
八

人
が
参
加
。
マ
ウ
ス
の
使
い
方
の
練

習
や
パ
ソ
コ
ン
の
用
語
の
学
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

-
講
習
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
や
簡
単
な
文
書
の
作
成
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
な

元気に富山掴温四回傘"置蝿'曹

みんなでつくろう元気あふれる富山署制-大勢の家族連れらで賑わうテクノホール

巴言号本誌l括紙100%明生町用問訊

県広報と骨ま 2001.3・1

信
づ
ノ
り
」
一
体

も
制
づ
く
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明

か

ら

な

つ

の
て
お
り
、
一
舞

金
事

日
明
知
台
っ
く
り
」

相
沼
市

T

湛
射
で
は
豊
か

H
H
H

守合

丸
一
一
明
な
自
然
を

に
受
生
か
し
た

気
を

元
書
力
イ
ニ
ヨ

芸
術
文
化
村
や
国
体
施
設
を
活
用
し

た
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
の
整
備
、
「
き

っ
か
け
.
つ
く
り
」
で
は
心
ふ
れ
あ
う
あ

い
さ
つ
が
笑
顔
で
交
わ
さ
れ
る
あ
い
さ

つ
運
動
や
新
鮮
な
食
材
を
生
か
し
た
富

山
名
物
メ
ニ
ュ
ー
の
創
作
、
「
体
制
づ

く
り
」
で
は
元
気
に
一

O
O人
委
員
会

の
設
置
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
中
沖
知
事
は
、
「
提
言
一
つ
ひ
と
つ

に
元
気
の
素
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

た
。
ま
た
、
多
く
の
来
場
者
の
皆
さ
ん

に
祝
福
さ
れ
る
中
、
二
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
結
婚
式
を
挙
げ
、
花
と
緑
い
っ
ぱ
い

の
会
場
か
ら
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
れ
ま
し
た
。

-
花
と
緑
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ

く
る
と
と
も
に
、
心
身
を
い
や
し
て
く

れ
ま
す
。
県
で
は
、
一
年
を
通
し
て
花

と
緑
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
花
と
緑
の
県

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
財
団
法
人
花
夫
同
憾
の
銀
行

8
0
7
6
(
4
6
6
)
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2
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/ 
なれない手つきながら楽しそうにパソコンに向

かう参加者

ど
を
計
十
二
時
間
で
学
び
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
。
県
内
各
市
町
村
で
も

順
次
、
講
習
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
人

は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

2田 県広報t-iきま 2001.3

-
問
合
せ
県
庁
情
報
企
画
課

2
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特集生涯スポーツ社会の実現をめざして

ス
ポ
ー
ツ
に
求
め
る
も
の
が
変
わ
る

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
自
由
時

間
の
増
大
な
ど
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
な
か
で
、
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
の
実
現

に
果
た
す
ス
ポ
ー
ツ
の
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
、
競
技
性
を
追
求

し
可
能
性
に
挑
む
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
・
体
力

の
維
持
増
進
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
、
さ
ら
に
「
見
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
・
個
性
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

県
民
み
ん
な
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
関
心
、

適
性
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
、
生
涯
を
通
じ

て
親
し
む
ご
と
が
で
き
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
」
を
実
現
す
る
と
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ゴルフボールにバドミントンの羽根のようなものを付けてプレーする「タ
ーゲット・バードゴルフJ。フルスイングしでも遠くに飛ばないので、子ど
もでも安，[..，して楽しめる。

見た目より運動量が多L、「エアロビクスj。今では、親子用、妊婦用、身障
者用などの様々なプログラムがあり、子どもから中高年までが目的に応じ
て楽しめる。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
ヘ

重
点
的
に
進
め
る
三
つ
の
施
策

県
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
、

施
設
の
有
効
活
用
、
競
技
力
の
維
持
向
上
、

指
導
者
の
養
成
な
ど
に
努
め
る
と
と
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
卜
二
年
に
開
催
さ
れ
る
全

国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
は
じ

め
、
各
種
全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
な
ど
を
通
し
て
、
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
ご
と
に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の

2
0
0
0
年
国
体

(
2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
と
き
ら
り

ん
び
っ
く
富
山
)
を
機
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
心
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

県広報と13苦 2001.3・ 3

大
き
な
成
果
を
次
へ
つ
な
げ
よ
う

昨
年
開
催
さ
れ
た

2
0
0
0
年
と
や
ま
国

体
で
は
、
全
国
の
精
鋭
が
気
迫
あ
ふ
れ
る
熱

戦
を
展
開
し
、
さ
わ
や
か
な
感
動
と
勇
気
を

私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
県
勢
の

活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
念
願
の
天
皇
杯
、
皇

后
杯
を
獲
得
。
特
に
、
「
育
て
な
が
ら

勝
つ
」
の
基
本
庁
針
の
も
と
、
計
画

的
に
強
化
し
て
き
た
少
年
勢
の
活
躍

は
H
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
国
体
を
契
機
と
し

て
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

が
進
み
、
多
く
の
優
秀
な
指
導
者
が

養
成
さ
れ
る
な
ど
、
本
県
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
今

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が
、

身
近
芯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
全
県
的
に
進

め
ま
す
。

(
5
、6
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
)

競
技
力
向
上
シ
ス
テ
ム
の
再
編
整
備

国
体
で
高
ま
っ
た
本
県
の
競
技
力
房
維
持

し
、
こ
れ
か
ら
も
全
国
や
世
界
の
ひ
の
き

舞
台
で
活
躍
で
き
る
選
手
を
育
成
す
る
た

め
、
ジ
ュ
ニ
ア
期
か
ら
の
一
貫
指
導
体
制

の
充
実
と
計
画
的
な
合
宿
・
遠
征
な
ど
を

柱
に
、
競
技
力
向
上
シ
ス
テ
ム
を
再
編
整

備
し
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
た

学
校
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
う
部
活
動
の
停

滞
や
平
成
十
四
年
四
月
か
う
学
校
で
実
施

さ
れ
る
完
全
週
五
日
制
を
踏
ま
え
、
次
の

施
策
を
中
心
に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

①
地
域
の
優
秀
な
指
導
者
の
学
校
へ
の

配
置

①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の

連
携

③
近
隣
校
と
の
合
同
部
活
動
の
実
施

後
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
や
指
導
者
を
有
効
に

活
用
し
て
、
競
技
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る

こ
と
や
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
り

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

写真提供/北日本新聞社

昨年の2000年とやま団体では、本県初の男
女総合優勝(天皇杯)、女子総合優勝(皇后
杯)の栄冠を獲得。県民の皆さんも選手た
ちへの声援をはじめ、民泊やボランティア
なと、いろいろな形で国体に参加。

第
二
十
三
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

平
成
二
十
二
年
に
富
山
県
で
開
催

さ
れ
ま
す

平
成
二
十
二
年
秋
に
県
内
全
域
で
、
全

国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
と
の
祭
典
は
、
我
が
国

最
大
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど

十
八
の
都
道
府
県
代
表
参
加
種
目
の
ほ
か
、

県
民
が
自
由
に
参
加
で
き
る
フ
リ
l
種
目

な
ど
盛
り
、
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
県
で
は
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
県
民

と
の
交
流
と
友
情
の
輸
が
広
が
る
楽
し
い

祭
典
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨年、石川県で開催された全国スポーツ・レクリエーション祭。
バレーボール形式で、羽根の付いたボールを手で打ち合う「イン
ディアカJとしづ競技を行っている様子。

4・ 県広報と13ま 2001.3



特集生涯スポーツ社会の実現をめざして

地
域
全
体
が
-
つ
の
ク
ラ
ブ
で
す

総
合
型
地
域
ス
。
ホ
l
ツ
ク
ラ
ブ

皆
さ
ん
、
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
い
え
ば
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
だ
け
と
か
、
小
学
生
だ
け
な
ど
と
対
象
が
限
う
れ
て
い
ま
し

た
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
全
体
を
一
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
と
ら
え
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
拠
点
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
、
ま

た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
と
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
住
民
自
ら

が
考
え
て
企
画
運
営
を
行
う
芯
ど
、
地
域
の
施
設
は
自
分
た
ち

まみに町やま-ツ が
すを向収黒す活ク現支
。行けど部わ)動ラ在え

京た Z可福し 222
て取同福岡てかァい
い組成光町い唯き吉

思

県識
内を
で高
はめ

福を
里子組
町み
のに

志望
く J

m て
守い

余事

長期的・計画的な育成

[一貫指導1

ラブがめざす6つの柱

多様芯楽しみ方

[多種目1
自分のやりたい種目を、い
くつでも選択して楽しむこ
とができます。

総合型地域スポーツク

地域住民の誰もが参加

I多世代1
競技性の強弱、年齢の高低
を問わす、生涯を通じて継
続的に気軽にスポーツに
親しむことができます。

より多くのメリット

[受益者負担]

園多
方
面
か
ら
育
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

補
助
制
度
の
活
用
促
進

国
で
は
、
市
町
村
が
行
う
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
に
対
し
て
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
県
で
は
、

こ
の
制
度
を
市
町
村
が
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
普
及
啓

発
に
努
め
る
芯
ど
、
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
媛

県
で
は
、
平
成
十
一
年
に
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
に
広
域

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
育
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
町
村
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
育
成
中
の
ク
ラ
ブ
な
ど
に
対
し
、
普
及
・
啓
発
、
情
報
提
供
、

ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
、
指
導
者
派
遣
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
ク
ラ

優秀な指導者が配置され、
子どもかう高齢者まで一
貫した質の高い指導が受
けられます。

会費を支払い会員になる
ととで、クラブが企画する
多くのメ1)ットを受けるこ
とができます。

会員の活動を確保

I拠点施設1
会員の自主性を生かす

I自主連曽1
活動の拠点となるスポー
ツ施設・クラブハウスで、
定期的・継続的な活動を行
うことができます。

クラブの運営や活動の企
画は会員自らが行います
ので、一人ひとりのニーズ
が生きるとともに、クラブ
に愛着が生まれます。

ふくのスポーツクラブでの新体操教室のーコマ。
小学校1年生から6年生の女の子力fリボンやボー

ルを使って元気に練習。

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
養
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ラ
ブ
の
育
成
に
あ
わ
せ
、

N
P
O法
人
(
特
定
非

営
利
活
動
法
人
)
の
取
得
や
、
各
地
の
ク
ラ
ブ
が
交
流
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
、
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
も
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
専
門
員
の
派
遣

県
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
的
知
識
や
技
術
の
あ
る
人
材

を
、
ク
ラ
ブ
の
拠
点
と
な
る
施
設
等
に
派
遣
す
る
な
ど
、
市

町
村
の
取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

県広報と哲彦 2001.3・ 5

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

県内トップを切って平成10年に設立
した「ふくのスポーツクラブJ理事長

てらいかつあき

寺井克明さん

現
在
、
会
員
は
約
三
千
人
で
、
一
才
か
ら
八
十
五
才

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

町
体
育
館
や
町
内
の
各
種
施
設
を
活
用
し
、
今
年
は

三
十
三
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し

た
。
会
費
を
払
え
ば
、
一
部
を
除
き
、
無
料
で
各
種
教

室
に
参
加
で
き
ま
す
。
予
約
制
で
は
な
い
の
で
、
好

き
芯
と
き
に
足
を
運
ん
で
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
企
画
運
営
は
、
月
一
回
聞
く
運
営
委
員

会
と
六
つ
の
企
画
部
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。
三
十
六

人
の
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
各
部
会
を
担
当
し
、
み
ん
な

仕
事
の
合
聞
を
ぬ
っ
て
、
楽
し
ん
で
企
画
を
練
っ
て

い
ま
す
よ
。来
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
は
県
内
初

め
て
の
N
P
O法
人
の
取
得
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
住
民
み
ん
な
が
、
も
っ
と
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
、
様
々
芯
メ
二
ュ
ー
を
そ
ろ
え
る
こ
と

が
自
分
た
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

園皆
さ
ん
が
ク
ラ
ブ
の
主
役
で
す

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

地
域
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
芯
ど
の
場
に
も
な
り
、
地
域

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
、
様
々
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
新
し
い
発

見
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
心
身
と
も
に
健
康
で
、
元

気
で
明
る
い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

-
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
教
育
委
員
会
体
育
課
ま
で

8
0
7
6
(4
4
4
)
3
4
6
1
 

ス
ポ
ー
ツ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う

「ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
」
「
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
の
か

知
り
た
い
」。

そ
ん
な
あ
な
た
を
応
援
す
る
ス
ポ
ー
ツ
情
報
満
載
サ

イ
ト
「
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
。
気
軽
に
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。(
一
部
準
備
中
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
)http://www.sportsnet.pref.toyama.jp 

ー富山県医揖スポーツセンヲー ・
司F・s・....8252&11.....，・，.. ・・・"."剛・・・阿川陰シ一肉3
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ク
ロ
ー
ズ

C[l:1}l.1a_Is喜らしと環境を守るために

暮らしと環境を
守るために
一「消費者契約法Jr家電リサイクル法Jが4月か5スタートー

4月1日かう、私たちの暮うしに身近にかかわる法律がスタートします。悪質な販売方

法などから消費者の利益を守る「消費者契約法」と、循環型社会に向けて消費者も一役

を担う「家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品化法)Jです。これから私たち消費者

は、自分自身の責任で生活を守り、環境を守るととが求められます。

家
庭
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
家
電
製
品
(
廃
家
電
)

は
、
現
在
、
一
部
の
金
属
成
分
の
回
収
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
粗
大
ご
み
と

し
て
扱
わ
れ
、
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
直
し
、
廃
家
電
に
含

ま
れ
る
有
益
な
部
品
・
素
材
を
再
商
品
化
(
リ

家電リサイクル法のしくみ(廃家電の流れ)

消費者が家電製品を廃棄する場合

①その製品を購入した小売庖に

連絡する。

②買い換え時に小売庖に引き取

りを依頼する。

自
動
車
や
住
宅
、
学
習
教
材
な
ど
を
購
入
す

る
時
や
購
入
し
た
後
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
し
て
消
費
者
を
守
る
た
め
に
、
民
法

や
※ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
詐
欺
等
の
立
証
要
件
が
厳
し

か
っ
た
り
、
対
象
と
な
る
販
売
方
法
や
商
品
が

限
ら
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
保

護
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
詐
欺
等
の
立
証
要
件
を
緩
和
す

る
な
ど
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
や
す
く
し

た
の
が
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
消
費
者
契
約
法

で
す
。
消
費
者
は
、
事
業
者
の
不
適
切
な
行
為

が
あ
れ
ば
、
契
約
を
取
り
消
し
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
凶
月

一
日
以
降
に
消
費
者
と
事
業

者
が
結
ぶ
契
約
す
べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

(
た
だ
し
、
労
働
契
約
は
対
象
外
で
す
)

※
ク
|
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
で
商
品
購
入
の
契
約
を

し
た
後
で
も
、
二
疋
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
側
、か
一
方

的
に
契
約
を
取
り
消
す
と
と
、が
で
き
る
制
度
。

消
費
者
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
者
の
不
適
切
な
行
為
と
は
、
具
体
的
に

は
次
の
行
為
で
す
。

契
約
に
関
す
る
重
要
な
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
、
事
実
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
る
。

開
闘
国

事
故
車
で
な
い

と
の
説
明
を
聞
い
て
契
約

'v;

し
た
中
古
車
が
、
実
は
事
バ
い

ut

故
車
だ
っ
た
。

デ
下

サ
イ
ク
ル
)
す
る
こ
と
で
天
然
資
源
の
消
費
を

で
き
る
だ
け
抑
え
、
廃
棄
物
の
減
量
、
資
源
の

有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
(
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
)
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
家
電
製
品
は
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の
四
品
目
で
す
。

小売居によるメーカーへの

引き渡し

消費者から引き取った廃家電を、

メーカーが指定する引取場所に

運搬し、メーカーに適切に引き渡

します。

家電小売庖

(収集・運搬する人)

廃家電の引き渡し

リサイクル費用の支払い

(リサイクル料金+収集運搬料金)

消費者
(使った人)

運

家電メーカー
(再生する人)

Eコ
ロロ

メーカーは資源としてリサイクルし、

新しい製品をつくります。

! ~ I_j !_j _j 
; 鉄 鋼 アルミガラス等 (

なお、エアコン、冷蔵庫の冷媒フ口ンもあわせて

回収・処理されます。

製

消
費
者
に
不
利
益
な
情
報
を
わ
ざ
と
説
閉

し
な
い
。

υ
0小

事
業
者
が
立
ち
去
ら
な
い
。

刊』

日
当
り
、
眺
め

良
好
ど
い
う
中
古
マ
ン
シ

ョ
ン
を
買
う
契
約
を
し
た

が
、
契
約
時
に
は
そ
の
隣

に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
計
画
が
出
て
い
た
。

円

臨

自
宅
に
来
た
セ

ー
ル
ス
マ
ン
に
帰
っ
て
ほ

し
い
と
伝
え
た
が
居
座
う

れ
、
仕
方
な
く
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。

事
業
者
が
消
費
者
を
帰
ら
せ
な
い
。

作

通
行
中
に
呼
び

止
め
ら
れ
、
事
務
所
で
し

つ
こ
く
商
晶
を
勧
め
5
れ

「
帰
り
た
い
」
と
言
っ
て

も
帰
し
て
も
う
え
す
、
仕

方
な
く
契
約
し
て
し
ま
っ

た。
ま
た
、
「
当
庖
は
い
か
な
る
場
合
で
も
返
金
、

交
換
に
応
じ
ま
せ
ん
」
、
「
当
庖
で
は
い
か
な
る

場
合
で
も
一
切
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
」
な
ど
、

消
費
者
に

一
方
的
に
不
利
に
な
る
契
約
内
容
は

無
効
に
な
り
ま
す
。

使
っ
た
人
、
売
っ
た
人
、
作
っ
た
人

が
協
力
し
て

こ
れ
か
ら
は
、
消
費
者
(
使
っ
た
人
)
、
小
売
庖

(
売
っ
た
人
)
、
メ
ー
カ
ー
(
作

っ
た
人
)
の
相
互

が
協
力
し
て
、
循
環
型
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

四
月
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
役
割

を
担
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①
消
費
者
は
、
小
売
庖
の
収
集
運
搬
費
用
と
メ

ー
カ

l
が
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
必
要
な

費
用
を
負
担
し
ま
す
。

②
小
売
庖
は
、
販
売
し
た
商
品
を
消
費
者
か
ら

引
き
取
っ
て
メ
ー
カ
ー
に
引
き
渡
し
ま
す
。

③
メ
ー
カ
ー
は
、
引
き
取
っ
た
廃
家
電
を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
廃
家
電
の
ほ
と
ん
ど
が
無
料
で

小
売
庖
や
市
町
村
に
よ
り
回
収
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
消
費
者
が
リ
サ
イ
ク
ル

費
用
を
負
担
し
て
、
そ
の
製
品
を
購
入
し
た
小

売
庖
ま
た
は
買
い
換
え
を
さ
れ
る
小
売
自
等
に

引
き
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対象となる家電製品

』押)
テレビ

開市聞編
納
得
し
て
契
約
を

.7 

契
約
を
取
り
消
す
と
き
は
、
事
業
者
の
不
適

切
な
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
契
約
の
際
に
は
、
第

三
者
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
状
況
や

会
話
内
容
な
ど
を
メ
モ
に
取
っ
て
お
く
こ
と
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
十
分
納
得
し
た

う
え
で
契
約
を
結
ぶ
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
期
間
は
、

「
だ
ま
さ
れ
た
」
と
気
付
い
た
と
き
や
事
業
者
が

帰
っ
た
と
き
か
ら
六
ヶ
月
間
で
す
。
(
た
だ
し
、
契

約
を
結
ん
で
五
年
経
過
す
る
と
、
取
り
消
し
で
き
ま
せ
ん
)

県広報とTうま 2001.3

Iなんの用 ?Jしっかり聞こう
身分と用件

相手のペースにはまう芯いことです。

勇気を持って、はっきり言おう

rL、りませんl
中途半舗な態度はつけとまれます。

迷ったら一人で悩まず、家飯、知人に

まず相談
第三者の意見も聞くようにすることが大切です。

簡単に書くな名前、押すな印鑑
サインする前に契約書をよく読みましょう。

うますぎる話に落とし穴
相手はだましのブロです、油断は禁物。

トラブル防止5つのポイント気
軽
に
相
談
を

県
で
は
、
消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談
を

次
の
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と

き
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

富
山

8
0
7
6
(
4
3
2
)
9
2
3
3

高
岡

8
0
7
6
6
(
2
5
)
2
7
7
7

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
消
費
者
契
約
法
に
つ
い
て
は

県
庁
生
活
文
化
課
ま
で

8
0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
2
9
 

消
費
者
の
負
担

-田・・・-

収集運搬料金

回収拠点までの

距離などにより、

1 ，000~ 

3，500円
程度の予定。

※リサイクル料金は、大手メ カ が公表している金額です。

リサイクル費用(消費者負担)は、各小売后の庖頭等に表示

されます。

リサイクル費用(消費税別)

+ 

品目 リサイクル料金

工アコン 3，500円

テレビ 2，700円

冷蔵庫 4，600円

洗濯機 2，400円

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
に

向
け
て

県
で
は
、
廃
家
電
の
凶
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
園
、
市
町
村
や
関
係
業
界

と
連
携
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
県
外
で
購
入
し
た
も
の
を
単
に
廃
棄

す
る
場
合
な
ど
、
県
内
の
小
売
庖
に
引
き
取
り

義
務
の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
各
市
町
村
の
廃
棄
物
担
当
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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-
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

家
電

υサ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
は

県
庁
環
境
政
策
課
ま
で

8
0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
4
0
 



園 闇図 図 園 園 園

光
と
影
が
織
り
な
す
空
間
で
、

カ
メ
ラ
の
魅
力
に
ひ
き
こ
ま
れ
て
い
く
。

ど
こ
か
い
と
お
し
く
、
懐
か
し
い
精
密
機
械
の
世
界
ヘ
。

1階と2階は、庭に突き出すようにつくられた長いス

ロープで結ばれている。光があふれた空間を歩いて

いく。

とやま感動案内

1階展示室のガラスケースに並13i力メラ。じっくり眺められるよう

に台数や間隔に気配りがされている。

2階の企画展示室。体験コーナーでフ

ァインダーを覗き、シャッターを押し

てみよう。音や手に伝わる感覚に温も

りが感じられてくる。

写真が写るしくみをイラストや図でやさしく解説。航空

カメラや内視鏡など、いろいろなカメラも紹介している。

本物のカメラの断面や部晶を見せ、カメラの構

造を説明している。初めて見る精密機械の内部

はとても興昧深い。

1階の多目的ホールでは、講習会や作品の展示などが行われる。庭を

見晴らす光の空間になっている。

国内外の希少'性の高いクラシックカメラの

収蔵、展示を基本に、力メラや写真、映像

などカメラ関連の総合的な知見・理解・情報

を提供する専門博物館。周辺には「福岡町

観光物産館Jr福岡町マルチメディアセン

ター」悦楽の館」が整備され、中心市街地

活性化の拠点施設となっている。

観覧時間/午前9時~午後5時
(入館は4時30分まで)

観 覧料/一般300円、高 大200円、小中100円
(常設展示期間)

休館日/月曜日 (祝日を除く)

祝日の翌日(翌日が土・白の場合は火

曜日)年末年始

問 合 せ/会0766(64)0550
ホームペジ/www.camerakan.com

ミュゼ、，}¥くおかカメラ館

今後の予定
・企画写真展

「動物写真家岩合光昭の世界J
3月17日(土)~5月 1 3日 (日 )

期間中の観覧料/
一般600円、 高・大300円、小・中100円

コンクリ一卜と金属を基調に曲線の屋根をもった

建物。世界的に有名芯安藤忠雄氏の建築物は、県

内では初めて。

.JRで
北陸本線福岡駅下車 徒歩5分

・自家用車で
能越自動車道福岡ICから5分

網間小学瞳
ミユゼふくtおか.

カメラ館 :f1fディア
•• 寝姿句陣

掴問中学綬.

A8 

小矢面川

福岡駅に併設されている観光物産館。

1ミュゼふくおかカメラ館
マルチメディアセンター(左)と雅楽の

館(右)。
。岬醐JCT

『電;荷
至砺迫
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モ
ダ
ン
な
建
物
の
な
か
で
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
に
会
冒
つ

が
ん
ど

小
矢
部
川
の
支
流
岸
渡
川
沿
い
の
閑
静

な
街
並
み
の
な
か
に
、
昨
年
九
月
、
「
ミ
ユ

ゼ
ふ
く
お
か
カ
メ
ラ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

現
在
、
情
報
技
術
の
進
展
と
と
も
に
、

急
速
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
普
及
し
て
い
る

が
、
?
」
こ
に
あ
る
の
は
、
カ
メ
ラ
が
誕
生
し
、

精
密
機
械
の
象
徴
と
し
て
黄
金
時
代
を
築

い
た
頃
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
で
あ
る
。
ミ

ュ
ゼ
ふ
く
お
か
カ
メ
ラ
館
は
、
カ
メ
ラ
や
写

真
の
魅
力
を
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
。

白
存
基
調
と
し
た
モ
ダ
ン
な
建
物
は
、
建

築
家
安
藤
忠
雄
氏
の
設
計
に
よ
る
も
の
。
光

と
影
が
効
果
的
に
取
り
込
ま
れ
、
ほ
ど
よ

い
緊
張
感
と
心
地
よ
き
に
包
ま
れ
て
い
る
。

精
密
機
械
の
不
思
議
な
魅
力

カ
メ
ラ
館
に
入
る
と
、
最
初
に
カ
メ
ラ

の
し
く
み
や
歴
史
な
ど
が
パ
ネ
ル
や
実
物
を

使
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
目
の

し
く
み
に
な
ぞ
ら
え
た
説
明
や
光
と
の
関

係
、
写
真
術
の
原
理
や
技
術
の
変
遷
な
ど

を
総
合
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
階
の
展
示
室
は
細
長
く
伸
び
て
お
り
、

美
し
い
ガ
ラ
ス
ケ
l
ス
に
ゆ
っ
た
り
と
カ
メ

ラ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ

ラ
と
い
わ
れ
る
の
は
、

一
般
に

一
八
九
0
年

代
か
ら

一
九
六

0
年
代
の
も
の
。
現
在
普

及
し
て
い
る
カ
メ
ラ
を
見
慣
れ
た
日
に
は
、

そ
の
形
や
操
作
の
多
様
さ
は
驚
き
で
あ
る
。

10・ 県広報と世ま 2001.3

一
台
ご
と
に
説
明
が
し
て
あ
り
、
開
発
の

情
熱
や
時
代
の
流
れ
な
ど
が
わ
か
る
。

二
階
は
、
企
画
展
示
室
と
な
っ
て
お
り
、

実
際
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
フ
ィ
ル
ム
を
巻
き
上
げ
、
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
る
。

そ
の
感
触
や
音
が
、
人
間
の
感
性
に
温
も

り
ゃ
い
と
お
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

館
内
に
は
、
そ
の
時
々
の
企
画
に
よ
る

写
真
が
展
示
さ
れ
、
カ
メ
ラ
が
も
た
ら
し

た
豊
か
な
世
界
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
旅
先
で

の
思
い
出
納
つ
く
り
な
ど
に
活
躍
す
る
カ
メ

ラ
。
こ
こ
に
は
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
、

愛
さ
れ
つ

m

つ
け
て
い
る
カ
メ
ラ
の
精
巧
さ
と

温
か
さ
が
共
存
し
て
い
る
。

時
代
の
先
端
と
伝
統
の
継
承
と

カ
メ
ラ
館
周
辺
に
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
拠
点
施
設
が
点
在
し
て
い
る
。
つ福

岡
町
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
自

由
に
体
験
で
き
、
各
種
パ
ソ
コ
ン
教
室
も

行
わ
れ
て
い
る
。
隣
は
、
福
岡
町
歴
史
民
俗

資
料
館
分
室
「
雅
楽
の
館
」
。
昭
和
初
期
に

建
て
ら
れ
た
商
家
を
利
用
し
、
福
岡
町
に

伝
わ
る
雅
楽
の
楽
器
や
装
束
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

J
R
福
岡
駅
に
は
、
町
の
特
産
品

や
祭
り
な
ど
を
紹
介
し
た
「
福
岡
町
観
光
物

産
館
」
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
足

を
伸
ば
し
て
、
福
岡
町
の
い
ろ
い
ろ
な
顔
に

ふ
れ
て
み
る
も
の
い
い
。



と
や
ま
の

自
然
の
恵
み
の
宝
庫

里
山
か
ら
元
気
発
信
中

インフ才メーションN 。T A M R 。
4月1日県民カレッジ新川地区センター・砺波地区センターオーブン!

地域の生涯学習の拠点として、社会人と高校生が共に学ぶ全く新しい施設(生涯学習校)です。

新川地区センター 砺波地区センター

新新川学2001、食事の 新砺波学、弓道教室、筈
文化講座、陶芸教室、介護 を楽しむ、ファンクスタジオ、
技術入門、水彩画教室、パ パソコンに挑戦、パソコン
ソコン初級中級、楽しい 応用実務編、楽しい書、絵
英会話他 の世界を楽しむ他

人間探究講座、自遊塾芯ども開催

魅力ある講座がいっぱい!
〈講座例〉

-開設場所新川地区センター

新川みどり野高校(新)11女子高校のある場所

に開校する定時制・単位制の高校)に併設

砺波地区センター

となみ野高校(砺波女子高校のある場所に開

校する定時制-単位制の高校)に併設

-開所時間午前9時~午後ア時

(日曜日立、午前9時~午後5時)

火曜日、祝日、年末年始 併設高校の授業も履修できます。その他-休所日

一
一
ん

劃

気、

閥
、
寸
一

で
喜
住

吉
崎
阻

ま
が
」
A

与
え
日

ゃ
な

E
Z
朝

びるだに

朝日岳の13，もと、朝日町蛭谷に、里山の暮5しが体験で
むそうじゅく

きる場所がある。名付けて、やまびこの郷「夢創塾J。ここ
には、山小屋、炭焼窯、露天風目、紙すき小屋などがあり、

すべて塾長である長崎喜ーさん (59歳)が、仲間ととも

に自分たちの手で作り上げたもの。乙れらを利用して、

人が自然のなかで生活していたころの里山暮うしの体感

や、昔ながらの炭や和紙の手作り体験を提供しているD

夢
を
創
る
"
夢
創
塾
“

「夢
は
、
誰
も
が
思
い
描
く
も
の
。
多
く
の

人
は
頭
の
な
か
で
描
く
だ
け
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
こ
こ
で
は
、
実
際
に
夢
を
創

っ
て
み
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
"
夢
創

塾
“
と
名
付
け
た
ん
で
す
」

や
ま
び
こ
の
郷
「
夢
創
塾
」
は
、
友
人
や

趣
昧
の
山
登
り
の
仲
間
た
ち
と
語
り
合
え

る
山
小
屋
を
持
ち
た
い
と
い
う
長
崎
さ
ん

の
漠
然
と
し
た
夢
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

五
十
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
そ
の
思
い
は
い

よ
い
よ
強
い
も
の
と
な
り
、
山
小
屋
の
基

礎
m

つ
く
り
を
始
め
た
。

そ
ん
な
長
崎
さ
ん
を
見
て
、
山
仲
間
も

3月下旬、お近くの公民館や図書館、社会

教育施設等に配布します。

4月 1日(日)-----14日(土)

各地区センター・講座受付係まで

講座案内

受講申込み

-問合せ県民生涯学習カレッジ ft076-441-8635 

新川地区センター n0765-22-4001 (4月1日から)

砺波地区センター n0766・61・2020(4月1日かう)

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

応
援
に
駆
け
付
け
た
。
そ
し
て
、
木
材
の

伐
採
を
は
じ
め
、
す
べ
て
手
作
り
の
山
小

屋
が
、

一
年
半
の
歳
月
を
か
け
、
平
成
七

年
に
完
成
し
た
。

念
願
の
山
小
屋
で
、
仲
間
た
ち
と
い
ろ

り
談
義
を
弾
ま
せ
る
楽
し
さ
。
そ
こ
か
ら

ま
た
、
長
崎
さ
ん
の
夢
は
大
き
く
広
が
っ

て
い
っ
た
。

自
然
の
魅
力
を

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い

「
い
ま
の
生
活
は
合
理
的
だ
、
経
済
的
だ

と
言
わ
れ
る
け
ど
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う

か
。
昔
の
人
た
ち
の
よ
う
に
、
自
然
の
な

か
で
生
活
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
う
思

っ
た
ら
、
や
り
た
い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
出

て
き
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
(
笑
)
」

山
小
屋
の
次
に
は
、
炭
焼
窯
、
露
天
風

呂
、
イ
ワ
ナ
の
養
殖
池
、
ア
イ
ガ
モ
の
飼

育
所
、
紙
す
き
小
屋
、
紙
の
原
料
と
な
る

コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
の
畑
と
、
長
崎
さ
ん

は
夢
を
次
々
と
形
に
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
仲
間
の
輪
も
広
が
っ

た
。
夢
創
塾
で
は
、
地
元
の
お
年
寄
り
た

ち
が
、
か
つ
て
生
業
と
し
て
い
た
炭
焼
き

の
技
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
"
先
生
“
と

し
て
大
活
躍
。
近
く
の
南
保
小
学
校
の
児

童
た
ち
も
、

一
年
を
通
し
て
炭
や
和
紙
の

作
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
自
然
や
仲
間
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
強
く
元
気
な

心
を
育
ん
で
い
る
。

労働相談のお知5せ

賃金、労働時間、解雇ほか労働問題全般について無料相談

を行っています。秘密は厳守しますので、お気軽に利用ζだ

さい。

日 目寺 場所

一般労働相談
毎週月曜日~金曜日

午前日時30分~午後5時

弁護士による 毎月第3火曜日 県庁

特別労働相談 午後1 時30分~3時30分

(※要予約) ※3月の相談日は、21日(水)です。

県西部労働相談
毎月第2・第4火曜日

高岡市役所
午前10時~午後3時30分

日本海学シンポジウム開催

テーマ札1ま、富山か5日本海ルネッサンスの胎動」

日本海や環日本海地域を研究対象とする「日本海

学」が、新たな文明の創造にどのような役割を果た

しうるかを考えます。

日 時 3月 31 日(土)午後 1 時50分~5時
会 場富山市国際会議場大手町フォーラムメインホール

定 員 800名
入場料無料

内 容・基調講演

「新世紀に求められる地域学」

榊原英資慶応大学教授(前大蔵財務官)

・パネルテ、イス力ッション

旧本海学と新世紀の文明の創造j

・問合せ県庁日本海政策課 ft076 (444) 3339 県庁労働雇用課

n 076 (444) 9000 
-問合せ

点訳・音訳ボランティア養成講習会受講者募集平成13年度富山県奨学生募集

五
感
を
と
り
も
"
と
し
て
自
然
満
喫

夢
創
塾
に
は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
人

た
ち
の
名
札
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
。
春
の
山

菜
、
夏
の
川
魚
、
秋
の
き
の
こ
、
冬
の
カ

モ
。
自
然
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
、
健
康
で
、

心
豊
か
に
な
れ
る
里
山
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
多
く
の
人
に
体
感
し
て
ほ
し
い
と
願

う
長
崎
さ
ん
。

「
大
人
も
子
ど
も
も
、
も
の
が
あ
ふ
れ
る
現

代
生
活
で
失
い
つ
つ
あ
る
五
感
を
と
り
も

ど
し
、
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
」
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そ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
で
、
里

山
に
響
き
渡
る
ホ
ル
ン
の
製
作
や
、
隈
想

窒
を
そ
な
え
た
合
掌
小
屋
の
建
設
に
も
取

り
か
か
っ
た
。

将
来
は
、
県
内
各
地
の
里
山
と
里
山
を

結
び
、
そ
こ
で
活
動
す
る
自
然
愛
好
者
と
交

流
す
る
と
い
う
大
き
な
夢
も
描
い
て
い
る
。

長
崎
さ
ん
の
夢
創
り
は
尽
き
な
い
よ
う
だ
。

和紙づくりを教える長崎さん。子どもたちも興味津々。

視覚障害者のための点字・録音図書の製作にあたる点訳・音

訳ボランティアの養成講習会を開催します。

講習期間 4月かう 12月まで

(講習は、概ね週1回2時間です)

象すべての講習会に参加できる人で、講習終了後ボ

ランティアとして活動できる人

場県視覚障害者福祉センター

(富山市磯部町3丁目8・8)

定 員点訳・音訳、各20名

申込締切 3月30日住)
・問合せ(福)富山県視覚障害者協会

ft 076 (425) 6761 

対

A
E
 

経済的に修学が困難な人に対して、県の奨学資金(無利子)

を貸与します。

募集期間平成13年4月上旬~5月中旬

対象者次の要件を兼ね備えた人

①優秀芯学生または生徒であって、経済的に修学

が困難であること

②高等学校、大学(短期大学含む)、高等専門学校、

専修学校(修業年限2年以上の高等課程及び専

門課程)に在学していること

③保護者等が、 1年前かう引き続き県内に居住し

ていること

・問合せ県教育委員会指導課企 076(444)3448

または出身(在学)高等学校

12・県広報と世ま 2001.3
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パリ展帰国記念下回義寛展
[3/25 (日)まで]
滑川市出身の日本画家、下回義寛氏のパリ風景
画、院展出品作品芯ど56点を展示しています。
一般 1，000円/高・大 600円/小・中 300円

足立美術館所蔵「横山大観展」
[4/13 (金)~5/13( 日)]
一般 900円/高・大 650円/小・中 450円

9:30~17:00⑮月曜・祝日の翌日
常設展示観覧料(展示室以外は無料)
一般 200円高・大 160円小・中 100円

造形アドベンチャー「宇宙J
[3/3 (土)~4/ l( 日) ]
空き箱や紙コップなど、身の回りの様々芯
ものを使って、宇宙船や宇宙人を作ります。
材料費 100-300円

豆
新
酒

9:30~17:00 

⑮火曜(3/20は開館)・第4水曜・祝日の翌日|到間 三位個 豆富山
入館無料 | 否l噌I.C沼山ユンド

企画展示「私の植物画展J
[3/2 (金)~28(水) ]
一般から募集した植物画を展示します。

夜桜観賞
[4ハ4(土)'15(日) 18:00~21:00] 
※開花状況によって日時変更の可能性があります。
夜間ライトアップされた桜を観賞します。
夜桜特別料金 一般 200円/小・中 100円

円nu 
n
U
 

日
3

翌
中

の
い

n
u
門
口
J

つ

沿
祝
円

7

・。
~
曜

ω

0
↓刈一
z

m
@寸

健康医学講演会「食と健康

一家庭で楽しめる和食薬膳-J
[3/2l(水) 13: 30~ 15: 00] 
家庭で手軽に楽しむことができる薬膳料理
を紹介します。試食料 500円
講師/大島政文氏(富山薬膳料理研究会)

「春の情報工房フェア」
[3ハO(土)'1l(日)]
デジタルカメラで撮影した写真をCD-Rに取
り込む実演などを行います。
会場/情報工房

「マルチ春の情報フェアJ
[3ハO(土)， 1l(日)] 
ホームページ作成技術セミナー芯どを行い
ます。
会場/マルチメテ:ィア情報センター

9:30~17:00 ⑭月曜・祝日の翌日
入館無料

ユ二)'(ーサルデザイン展
[3/9 (金)~30(金)] 

ユニバーサルデザインに関する新しい提案や
最新の商品芯どを展示します。無料

富山のクリ工ーター展
「勝手にシロクロ展j
[3ハ O(土)~28(水) ] 到長薗 h 

ジャンルを問わず集まった県内のクリ工ータ| 苧

ーグループが、「白と黒Jという色彩で自由に|今必 一一、 駅牢
表現した作日を展示します。無料 I 156tf ~;~-(ン

自島 岨静咽砕‘

9:00~17:00 会期中無休 I ~o刷c -R 

14・ 県広報と哲彦 2001.3

ご応募お待ちしています。

4月1日かうスター卜する「家電リサイクル法J。対象と

なる家電製晶4品目は何でしょうか。

「エアコン、 000、冷蔵庫、洗濯機j

000を埋めてください。

→答えは、クローズアップを読めばわかります。

チベットマンダラ恒例展
[3/18(日)まで]
当館収蔵のチベットマンダラのうち、チベッ
ト胎蔵量奈羅芯ど 10数点を展示し、現代に
も生きる英知「マンダラJの考え方を紹介し
ています。 1---

まんだら遊苑は3/31まで休苑です。

編集部から

-毎月、県政クイズへのたくさんのご

応募ありがとうございます。ハガキに

書かれている皆さんの感想、はどれも貴

重で、次回からの編集の参考にさせて

いただいています。時には、厳しいご

意見もありますが、本誌への期待を込

めてのことと受け止め、励みにしてい

ます0

.感想については、おおむね好評で、

編集者としては一安心ですが、文字が

多すぎとか小さい、大きくしてほしい

とのご要望もいただいていました。そ

れで、次号の 4月号からは文字を大き

くすることにしています。

・皆さんのご要望すべてに応えること

は編集上難しい面もありますが、でき

るだけ反映させていきたいと思ってい

ます。ごれからも率直なご感想、をどし

どしお寄せください。

~17:00 

曜・祝日の翌日
一般 300円高・大 240円小・中 150円
一般 100円高・大 80円IJ¥.中 50円

ハイビジョンウィーク2001

「地球温隠化と氷河湖の決壊」

ハイビジョン映像上映
「ヒマラヤ~氷河湖が決壊する~J
[3/24(土)~4/1 (日 )1 1:00~、 14:00~ ]

ビジュアル講演会
「氷河湖の現状と災害防止J E:山
【3/24(土) 14:00~ 16:00] ー【

講師/当館名誉館長伊藤和明(文教大教授)

ム月曜・祝日の翌日

三世代交流ニュースポーツ・ゲーム大会
[3/25 (日) 13 ・ OO~15:30 ]
カローリングやフリスビー芯どのニュースポ
ーツを行って、得点を競います。
参加費一般 200円/小学生以下 100円
申込み 3/20まで 県広報とやまの各世帯配布版は、新聞折

込で各家庭にお届けします。また、通常版

は、次の場所で無料配布するほか、郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館1階)、

県の各施設、市町村役場、図書館、文化

ホール、公共温泉施設、主なショッピング

センタ一、いきいき KAN(富山駅前C

IC5階)、 JR駅(一部)、富山空港、東

京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読

回数(通常版の回数)を明記し、郵送料

として 1回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版・各世帯配布版の両方
を郵送しますが、郵送料の負担は通常版の分だ
けで結構です。

あて先

〒930-8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

9:00~17 ・ 00

⑮火曜(町20は開園)・祝日の翌日
入国無料(駐車料金は3月まで無料)

rtdいの里友の会写真展j
[3/15 (木)~4/15 (日)]

自然観察会「ホクリクサンショウウオとテ"ー卜J
-富山のいろいろなサンショウウオたち一
[3/18 (日) 1 0:00~11 ・ 30]
ホクリクサンショウウオ江産卵など江獄況を観察
し、絶滅の危機にある生き物の保護の在り方を|歪鯛
考えます。 ~J~I.C 訓
要申込小学生以上参加無料 1'-' 

9:00-16:00 ・~~:~!!閉
⑮火曜 (3/20は開園)・祝日の翌日 |蹴 問rw王

入園無料 l 

こども創作ミュージカル集団rTRY'SJ公演
「トライトライトライリ
[3/25 (目)15:00~] 

平成12年5月から実施してきたドラマスク
ールの集大成で、県内の子ども80人が創作
ミュージ、力ルを披露します。
1，000円全席自由
無料の臨時保育サービスがありま1九要申込

パレ工パフォーマンスイン新JlI2001
[3/18(日)14:00~] 
県内のパレ工研究所に所属する子どもから
大人まで約350人による創作舞踊の競演会
です。クラシックバレエ・モダンバレ工・ジ
ャズダンスなど、個性あふれる華やか忽創
作舞踊を披露します。
800円全席自由

県政ミ二刀イド

富山県ふるさと認証食品制度がスター卜します

この制度は、富山県産の優れた農林水産加工食品について、 一 定の基準を定め、この

基準を満たした食品に認証マークを交付する制度です。認証された食品のパッケージ

には、認証マークが表示されますので、消費者が品質を確認するときの目安となります。

現在、以下の8品目について認証基準を定めています。

屋町 干柿、かんもち、豆腐

d三--ぅ、

ロースハム、焼豚、ポークソーセージ

.惨 山イ力の山附シ山の毘布じめ

認証晶自については、今後追加していく予定です。

認証マーク
3つの日ま、

優れた品質 Excellent Quality 

正確な表示 Exact Expression 

地域の環境と調和 Harmonywith Ecology 

の頭文字iEJを食品の「晶jに図案化したもの

です。

問合せ県庁生産流通課 ft076 (444) 3271 

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
とやまの情報お伝えします! [3月の県政番組】

こんにちは富山県です 北日本放送テレビ
毎週日曜日:00-11:30

4日ふるさと探訪~井口村~

11日とやまの博物館ー美術館

18日環境にやさしい循環型社会

25日新年度予算

※タイトルは、いずれも仮題です。

富山見たモン勝ち チューリップテレピ
第4日曜 10:00-10: 52 

25日富山の美酒大集合

とやま県間録 FMとやま
毎週月曜~木曜日:30-11:40
毎週土曜 日:30-11:55

とやま超発見 l 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日曜 9:00-9:30

4日いきいきシニアライフ

11日地中か5のメッセージ.

18日越中の往来

25日春の訪れ

このほか、新聞広報やインターネットでも

県政情報をお伝えしています。

・新聞広報「県か5のお知5せJ
3月3日・ 31日の朝刊各紙に掲載予定

・富山県ホームページ

http:グwww.pref.toyama.jp/

目応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、

年齢と、本誌の感想・入手方法を記載。

あて先/〒930-8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま3月号」クイズ係 /〆¥
~，i?_~玖 i

締切/4月6日(金) (消印有効) '~~~- ， 
正解者の中から5名の方に、 9.10ページで紹介した r.1~ --メ
「ミユゼふくおか力メラ館」のペアの招待券と「ブチTシ d.q ~~ム三
ャツJ(幅 17cmx高さ 14.5cm) をプレゼントします。 ~一一ムム

4月号(告世帯配布版)は3月29日の朝刊告紙に折り込んでお届けする予定です。

県広報と哲彦 2001.3・ 13



澗
岡
山
叩
間
作
古
川
市

大
切
に
守
り
続
け
る

自
然
が
息
づ
く
調
べ

Vol.31 
赤祖父原生林とつばきの園のせせらぎ

・井口村

村
の
南
東
に
位
置
す
る
標
高
約
千
メ
ー
ト
ル
の

赤
祖
父
山
に
は
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が
今
も
息
づ

い
て
い
る
。
う
っ
そ
う
と
繁
る
木
々
。
地
面
を
覆

う
落
葉
。
そ
こ
に
は
、
野
生
の
椿
が
群
生
し
て

い
る
。
ブ
ナ
の
枝
か
ら
落
ち
る
雨
や
露
は
椿
の

葉
を
濡
ら
し
、
や
が
て
土
に
潜
る
。
山
は
水
を
蓄

え
、
赤
祖
父
川
の
流
れ
を
つ
く
り
、
村
に
豊
か

な
恩
恵
を
与
え
て
き
た
。

村
の
人
々
は
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
し
、
古
来
か
ら

木
を
伐
る
こ
と
な
く
自
然
の
ま
ま
の
林
を
守
り

つ
n

つ
け
て
き
た
。
ブ
ナ
の
原
生
林
は
、
林
野
庁

選
定
の
「
水
源
の
森
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
流
れ
る
軽
や
か
な
水
音
が
、

静
け
さ
を
際
だ
た
せ
る
冬
。
道
は
閉
ざ
さ
れ
、

雪
深
い
山
に
は
、
自
然
の
営
み
だ
け
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
椿
の
な
か
で
も
雪
椿
は
、
積
雪
の

多
い
と
こ
ろ
で
育
つ
と
い
う
。
雪
は
、
天
然
の

保
温
効
果
を
も
た
ら
し
、
冬
の
問
、
雪
に
覆
わ

れ
た
椿
は
寒
さ
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

じ
っ
と
雪
解
け
を
待
ち
、
や
が
て
咲
く
可
憐
な

赤
い
花
。
そ
れ
は
、
雪
国
に
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
鮮
や
か
な
彩
り
と
な
る
。

井
口
は
椿
の
村
。
赤
祖
父
川
の
水
を
溜
め
て
つ

く
ら
れ
た
赤
祖
父
湖
の
近
く
に
は
、
つ
ば
き
の

園
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
散
居
村
が
一
望
で
き
、

人
々
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

水
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
父
な
る
山
を
敬
い
、

清
楚
な
花
を
大
切
に
育
む
。
椿
の
村
の
春
は
、

清
ら
か
な
香
り
に
包
ま
れ
る
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
芯
ど
で
お
聴
き
に
芯
れ
ま
す
。
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